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◆春期大会シンポジウム特集
「ルイス・フロイスの時代と東アジア」◆
前　言
　2018年７月７日に早稲田大学多元文化学会は、戸山キャンパス36号館382教室
において春期大会を開催し、第Ⅰ部の総会、第Ⅱ部の学生研究発表会に続いて、
第Ⅲ部で大会シンポジウム「ルイス・フロイスの時代と東アジア」をおこなっ
た。本特集は、第Ⅲ部における伊川健二「フロイス史料研究事始」、小澤奈那
「大友親家の受洗に関する一考察」、岡本真「フロイス『日本史』の史料的価値
─天文・永禄年間の事例を中心に─」の３本の報告を基本として、その後の各
自の調査・検討結果を適宜補足し、文章化したものである。岡本・小澤・伊川の
３名は、同年８月２日に東洋文庫において上記シンポジウムと密接に関連する、
フロイス『日本史』写本調査を実施した。その際の調査記録を岡本・伊川共同執
筆「附録　東洋文庫所蔵フロイス『日本史』写本について」として付している。
　岡本・小澤・伊川の３名を含む研究グループは、2017年９月に発足した「ルイ
ス・フロイス『ヨーロッパ文化と日本文化』をポルトガル語でよむ」研究会を契
機として、現在は隔週でフロイス『日本史』の輪読をおこなっている。本シンポ
ジウムは同研究会の成果の一環であり、かつ学界内外を問わず周知の史料が、い
まだ多くの研究の余地を残していることを具体的に指摘し、今後の研究を喚起す
る意図のもとに組織された。
　伊川報告は、フロイスの著作中もっとも知名度が高いといえる、『日本史』に
あっても、稿本、校訂本、邦訳本の対象ですら容易ではない研究環境の現状を指
摘した上で、表を中心にそれらを整理、共有するための作業をおこなった。小澤
報告は、キリシタン研究のなかで大友宗麟には注目が集まる一方で、必ずしも充
分な関心が払われてこなかった次男の大友親家に着目し、フロイス書簡および
『日本史』などを読み解くなかで、親家受洗の契機を当時日本に伝えられたばか
りのキリスト教が、仏教同様の役割を期待されていた点に求める。岡本報告は、
『日本史』をフロイスが来日した1563年を境として、その前後に分割、来日以降
は一次史料、来日以前は二次史料の側面をもっていると指摘。その上で、これま
で注目されることが少なかった来日以前の記述のうち、フランシスコ・ザビエル
の堺滞在と、ガスパル・ヴィレラの近江来訪を例に、『日本史』とジョアン・ロ
ドリゲス『日本教会史』やロウレンソ書簡などの他の史料との内容に食い違いが
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あることを明らかにし、同史料のあらたなる性格付けをおこなった。
　これらの３本の報告は、いずれもルイス・フロイスの著作、とりわけ『日本
史』の読解に新たな視覚を提供しうるものとなったのではないだろうか。シンポ
ジウム当日は、会場からも積極的な議論が提起され、それぞれの論点を明確化、
相対化した。関係各位に改めて謝意を表したい。
 （文責・伊川健二）
二
三
三
